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 日頃のご支援、ご協力ありがとうございます。 

７月３日から降り始めた豪雨は、全国で２万４０００世帯、約５

万２０００人に避難勧告が出され、家屋被害は約１万８３８０棟

（８月７日現在）に及んでいます。また、河川の氾濫や土砂崩れ等

の影響により、熊本県を中心に８２人の方が亡くなり、４人の方の

安否が依然として確認されていません。 

 現在、熊本県では社会福祉協議会がボランティアセンターを設置

して支援活動を取り組み、同時に被災者への義援金を募集していま

す。 

 私たちは、この呼びかけ団体の趣旨に賛同し、被災者の一日も早

い生活の再建に向けて被災者支援カンパを取り組みます。 

ご協力をお願いします。 

記 

１．内 容  令和２年７月豪雨における被災者   

支援カンパの取り組み 
 

２．期 限  ２０２０年 8月２８日（金）まで 
 

３．その他  拠出者氏名、拠出金を期限までに、東

京地本役員に連絡し、拠出方をお願い

します。 

以上 

令和２年７月豪雨における 

被災者支援カンパの取り組み！ 


